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概要

大槻文彦(1847～1928)は日本初の近代的国語辞
典『言海』(1889-91)を編纂した。斎藤秀三郎
(1866～1929)は『熟語本位英和中辞典』(1915)な
どを著した。どちらも時代を代表する辞典で、現
在に通じる価値を持っている。
明治から大正にかけて活躍したこの二人の辞書

編纂者がいずれも仙台ゆかりの人物であることは
興味深く、紅葉の賀にことよせて紹介を試みたい。

二人には類似点もあるが、対照を示す点もある。
特に文芸に対する態度は大きく異なっている。
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０．はじめに

高田宏
『言葉の海へ』
新潮文庫
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０．はじめに

斎藤兆史(よしふみ)

『英語達人列伝 あっぱれ、日本人の英語』
中公新書
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０．はじめに

宮城県図書館開館記念事業 1998年
「みやぎゆかりの先哲たち」

1.大槻文彦講演会(5.23)
高田宏「大槻文彦をめぐって」

2.斎藤秀三郎講演会(11.14)
出来成訓(でき・しげくに)「斎藤秀三郎と英語辞典」



6

０．はじめに

宮城県図書館特別コレクション

大槻文庫
「言海」の著者、大槻文彦の旧蔵書。昭和25年、大槻家より寄贈され
たもの。和古書71点（215冊）。いずれも大槻家の学問を知るための
貴重な資料であるが、中でも「言海」の自筆原稿は白眉である。
県指定有形文化財「言海（稿本）」ほか

出来文庫
宮城県出身の英語学者・斎藤秀三郎（1866〜1929年）の研究者で
ある、出来成訓教授（神奈川大学）から平成16年に寄贈されたもの。
斎藤の代表的著作「斎藤和英大辞典」（1928年）や斎藤が設立した
正則英語学校（東京神田）の教科書類、講義録等251点。「英文鑑」
（翻刻）等、日本の英学史における貴重資料も含まれている。
県指定有形文化財「熟語本位英和大辞典(自筆原稿)」
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1． 大槻文彦

（1847―1928） 国語学者。儒者大槻磐渓（ばんけい）の三男として江戸に
生まれる。如電（じょでん）の弟。開成所、仙台藩養賢堂、三叉（さんしゃ）学
舎などに学んだ。1872年（明治5）文部省八等出仕、英和辞書の編集にあた
り、その後宮城師範学校校長、文部省御用掛などを歴任し、そのほか国語調
査委員会委員などをも務めた。91年刊行完成の『言海』は、ウェブスターやヘ
ボンの辞書を参照し、各語の発音、語の類別や語源、語釈、出典にわたって
記したもので、国語の普通辞書として広く用いられた（のちに増補されて『大
言海』になる）。また、その巻頭に付した「語法指南」に改訂を加えて97年『広
日本文典』『広日本[文典]別記』を刊行したが、これは和洋の折衷文典として
、文法学の基礎をなし、学校文法にも広く影響を与えた。このほか、国語調査
委員会の『口語法』『口語法別記』の編集にもかかわるなど、口語研究にも新
しい面を開いた。 [古田東朔]

小学館『日本大百科全書』 から



8

１． 大槻文彦

大槻文彦肖像写真

1926

1866
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１． 大槻文彦

主要著作

・『言海』 (1889-91)

・『広日本文典』『広日本文典別記』 (1897)

・『口語法』『口語法別記』 (1916-17)

・『大言海』 (編纂中に没. 1932-37)



10

１． 大槻文彦

訃報
『東京朝日新聞』

1928.2.18
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１． 大槻文彦 現代

・『言海』ちくま学芸文庫版 (2004)

・一関市博物館編 『ことばの海 国語学者大槻文彦の足跡』 (一関
市博物館, 2011).

・今野真二 『『言海』と明治の日本語』 (港の人, 2013)

・今野真二 『「言海」を読む ことばの海と明治の日本語』
(KADOKAWA, 2014)

・今野真二・小野春菜 『言海の研究』 (武蔵野書院, 2018)

・安田敏朗 『大槻文彦『言海』 辞書と日本の近代』 (慶應義塾大学
出版会, 2018)
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２． 斎藤秀三郎

（1866―1929） 英語学者。宮城県に生まれ
る。宮城英語学校を経て工部大学校（現、東京
大学工学部）中退。1887年（明治20）二高助
教授。岐阜、長崎、名古屋中学校で教え、
1894年一高教授。1896年神田に正則（せい
そく）英語学校を創設、校長となり、English 
Idiomology（英語慣用語学）を追究した。
その『実用英文典』は現行の学校英文法の基
盤となり、『熟語本位英和中辞典』が英語学界
に与えた利益は計り知れない。著書は二百数
点の多きに上る。 [大村喜吉]

小学館『日本大百科全書』 から
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２． 斎藤秀三郎 人脈

斎藤秀雄 次男、音楽家。小澤征爾、山本直純らの師

教え子

・古川英語学校 1887? 吉野作造(小学生) 斎藤のあまりの恐ろ
しさに1日でやめる。

・私塾仙台英語学校 1887 土井晩翠 バイロンの詩に親しむ

・二高 1888 井上準之助(蔵相)

・岐阜中学 高木貞治(数学者)

・正則英語学校 市河三喜、田中菊雄(英語学者)、高柳賢三(法学
者)、石橋湛山(首相)、平塚らいてう、山本有三、西条八十ほか、き
わめて多数
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２． 斎藤秀三郎

主要著作

・Practical English Grammar (1898-99)

・『熟語本位英和中辞典』 (1915)

・『和英大辞典』 (1928)

・『熟語本位英和大辞典』 (未完)
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２． 斎藤秀三郎

訃報
『東京朝日新聞』

1929.11.10



２． 斎藤秀三郎

土井晩翠の弔歌 『東京朝日新聞』1929.11.13
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２． 斎藤秀三郎 現代

・日外アソシエーツ辞書編集部編『CD New斎藤和英大辞典
』 (日外アソシエーツ, 1999; ロゴヴィスタ, 2013)

・竹下和男『英語天才 斎藤秀三郎』(日外アソシエーツ, 
2011)

・中村捷訳述『実用英文典』(開拓社, 2015)

・豊田実増補・八木克正校注『熟語本位英和中辞典 新版
CD-ROM付』(岩波書店, 2016)

・八木克正『斎藤さんの英和中辞典 響きあう日本語と英語を
求めて』(岩波書店, 2016)
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２． 斎藤秀三郎 現代
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２． 斎藤秀三郎 現代

Idiomology (慣用語法学)

「単語は結合がすべてである。単語が結合することによって
、構文や連鎖をなす。構文のない動詞は動詞ではなく、連鎖
することが重要語を重要語たらしめる。連鎖とは、そのような
単語を使って作られる熟語、諺、成句表現である。」

現在広く行われているコーパス言語学（コンピューターで大量のテキスト
データを分析する）の基本にある考え方に通じるところがあり、実際、間
接的な影響関係が指摘されている。

中村捷 「斎藤の頭の中にあった英語と日本語の比較・対照
研究の知識がIdiomologyであったと考えられる。」
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3． 大槻と斎藤の接点

横尾東作 (1839～1903)

仙台藩の英学のパイオニア

・1866年、横浜で大槻の英語学習を援助

・1871年、仙台藩の英学校「辛未館」で斎藤に英語を教授

・1887年、硫黄島探検航海、のち南洋開拓論を提起

・1917年、河東田経清『横尾東作翁伝』に大槻の序。

「慶応二年、翁の横浜遊学中、翁の許を訪い、其紹介を得て、米国
人バラ先生に就き、英書を読むことゝなれり、…懐旧の念、禁ずること
能はず、翁は常に一見識を立てゝ人の意表に出でむの志ありき、そ
の南洋諸島に航海し、物産貿易の道を開きしが如き…邦商の意表に
出でし事業の一なり、」
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3． 大槻と斎藤の接点
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４． 辞書・文法以外への関心

二人の生涯の中で、辞典と文法書の編纂が最大の関心事
であったことは間違いない。しかし、それぞれ他の分野の活
動もある。

特に大槻はマルチ人間

歴史事実の考証 （身贔屓も？）

慶長遣欧使節(支倉常長)、天平産金遺跡、多賀城

伊達騒動、葛西氏、洋学史
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４． その他の関心

大槻文彦 恋歌嫌い （『広日本文典別記』）
およそ、世に、恋歌ばかり厭はしく憎むべきはあらざるべし。…… 夫婦
の大倫はさるものにて、よこさまなる恋は慾なり。喜怒哀楽の常情だに、
発して節に中らざるは、これを抑制す。まして、慾をや。これを抑制し得る
良能あるを人とす。造化よりこの良能を賦せらながら適用せざるは、人に
あらず。情のゆく所を恣にして抑制する能力なきは小児と禽獣となり。情
慾のゆく所を恣にすとも歌はよまねばならずとにや。さらば歌といふもの
は廃絶せしめてよけむ。又、或は歌道に、仮設の空題として詠ずるのみと
言はゞ、歌は至情に発するを旨とすとの論旨と衝突するをいかにかする。
……恋歌、実に亡国の恨なり。古来、諸集中の恋歌、悉皆、抹殺削除すべ
きなり。
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４． 斎藤における文芸

辞典の例文に、俳句、川柳、和歌、諺、などを積極的に採用

イディオモロジーの一環、文芸への理解

孝行をしたい時には親は無し

When I wish to be a good son, my parents are no more.

手に取るな やはり野に置け 蓮華草

Take not in your hand, / But leave her where you found / 
The flower of low ground!

酒飲めば何時か 心も春めきて 借金取りも 鶯の声

Wine maketh glad the heart of man, / And makes of winter 
genial spring; / And e'en the bill-collecting dun / Doth to 
me like a robin sing.
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４． 斎藤における文芸

・対訳表現集 1909

『日英新婚 むつきの巻』

日英の縁を結ぶは やくもたつ出雲にあらぬ イヂオモロジー

『日英新婚 きさらぎの巻』

・和歌集の英訳 すべて1909?

『百人一首 句々対訳』

『日英新婚 弥生の巻 春と恋』 (古今集)

『日英新婚 卯月の巻 夏と恋』 (古今集)

『日英新婚 さつきの編 秋と恋』 (古今集)
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４． 斎藤のその他の活動

・和歌集の英訳

『日英新婚 さつきの編 秋と恋』 (古今集)

奥山に もみぢ踏みわけ 鳴く鹿の 声聞く時ぞ 秋は悲しき

In woodland’ depths,

Where trodden maple-leaves betray

The Stag that calleth to the hind,

The plaintive music well may say

How pensive is the Autumn’s wind!
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まとめ

大槻文彦(1847～1928)は日本初の近代的国
語辞典『言海』(1889-91)を編纂した。斎藤秀三郎
(1866～1929)は『熟語本位英和中辞典』(1915)
などを著した。いずれも時代を代表する辞典で、現在
でも価値がある。この二人の辞書編纂者はいずれも
仙台ゆかりの人物である。

二人には類似点もあるが、対照を示す点もある。
特に文芸に対する態度は大きく異なっている。

大槻は恋歌嫌い。

斎藤は積極的に俳句や和歌を英語に訳出。
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大槻文彦と斎藤秀三郎
―仙台ゆかりの二大辞書編纂者― 

ご清聴ありがとう
ございました。


